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名古屋市蓬左文庫

Nagoyashi Hδsabunko 

第 25支」ほっ

｜昼直直正N
説話文学展 1.11出～2.16（日）

相j1,1,r1. (.!.; .i見 ・l'iユ話 .ill：川，／； .j生，j,f;. 忠 II ＼話 ・ 歴史話 ・ イi"~故談 ・ 仏教，j,f; .詩歌話 ・誌能ぷ ・世話等々、

人々のll々 に、または文’Fによってfムホされた訴が説話であり 、その内作は、多係で！ム－範ii十｜に／えんで

いる 文’T史上において，j見，i,f；文’γ：とは、「今！？物語集」や「’j・:if；折j立物語」に代表される，1，.今.!-1£1lt:jの説話

を ~s ，，返した：説話集をさすのが一般的である。 しかし、説，；，r；を似Hしたもの、取材したものを巧・えると

文学のほとんどの分野に／止ぶといって も過言ーではなく、とくに、千安時代の米から鎌fi・主lllfll!j＇代に

かけて説話文学はその文化全般にぷ村を提供する役；i引を~：していたようである 。

文； ’ j"：のない I i.~＇代 lこ l lホで｛ムえられてきたや11話 ・｛ム説は、 8i ll：~：己の 1)lj よ｜土カ‘ら「 ， 1 ，.白F·iL：」「 I I イ4 』＇ H

｜．．：；己」などに収Hさjしているが、 JえがIEl:I伎十JJのiJl話集「 114~·.，＇d'Cll.'.」（「 LI ,-ji:liilJJ凶iイキ：llY.，＇けも，il.'.」）が成

立したのは 9 世紀のはじめは’iである 。 ~：Ji:. し、て 10世紀じ~i までに「三：j（絵 ， ：，；

らtLるが、これらはどれも仏教を題j・4とした仏教説話集て・・， 1l'iiilの仏典、仏吉、説話の翻沢、制楽を

取材ilfi［として、 JJ'l*I心¥11や、仏教の：：.n段、利益を説＜ ,i／；が多かった。ついで、11・Jlt紀以降の末法思屯！

の流行とともに、｛通i’京2(i：’l二をよ！とめる人々の，ι111］をIi映して、 U：’［：＿や’.：，；：1殺がいかに尖攻されたかを物語

るiHJ:..(J..；の ~Iぷがl必んに行われることとなる 。

こうして 、 説話集の制~は、仏教説：j,f；集から始められたが、 10世紀の末から 11-l!t紀にかけて 、 題材

を仏教に｜以らず、JJt.lt I二の人物のj生話、以作変化の話、 ；{l~愛J炎、庶民生活に起る＇J\·l'I二などを含んで、

文学的な｜勾作と表現を供えた説，11i誌がな場してくる。 ：fk物語集であるとともに、 ，1,伝説を以5ました説

,i,f；~；とも ，ifi111i される「人・tll物，Hf」、「今 l 't'物語集」「’ j·:ifl折jfl物語」の取材似と 11 され、現イ1・て・は i引火し

て、そのIf~ を WIめない 「 ’ j·: if；大納 ， 1·物語」、そして、千安H‘1代の ｜止中｜！ と人 Jill を鋭＜ if;'1fし近代におい

ては、芥川 i弘之介の小説「ぷif;ソ J :_f"l」等に題材を提供した、「今昔物語·~むなどである。

「今日ニ物話集」は、、1－＝安II.＼＇代の末 、1130～1150年頃

のl成立と推定されるが、このWt'u'itJ:、成立してから

約300年li¥J、ほとんど人 llにふれることなく奈良の

どこかでllKっていたという不思議な紙阪を持ってい

る。このため、鎌fill.＇！＇代の u見話集には、 11＼般の；j（~特

をりえていないとするのがJ.iム況である。と’の詐iも、

「ノ子は 111＇・・・ー・・」ではじまっており、以3止さ jLた話の

総数1,059話（jJ,j 19 ,j/；は足i.？＇，のみで本文を欠〈 ）、天竺

（インド） i，＇~J l . ( tj1 JJil)4i: 1;Vl( 11,-ji:）の三郎梢成で、名前；

ともに、仏教説話、 u定i'i:b丸、庶民、’.，＇，；： ~危、動物~＇

を j~ 人公とする一般説，j,f；の Iii（！に配タlj されている 令
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小1!1•J!.. ，！..制

fililll.fリ他可制

J也 Ul•J

小不利i1JJ'.H1J

+:ifit介ili:~払；If 5 lilt l同I1• Ji:JJ,ic 30. 2×21.6cm 

I G •!l«Wr fiJ 代議 i筏1{((1600～1650）のぬ，1::

第4lilt 11 !;J: 、日I ） の “見J；~；「小 111：紺：」 て、勺ト

111：副主J かilt人しているむのでは他に lL小Hj、
7・＋：がある
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「説話文学展」出品目録

〈説話〉

1.今－／＇，＂物語集

2. ’j・: if；扮泣物語

3. ,tj今ぷ：lifl集
f1前 l求字削

4. 今物議 Ji事lt,(f.j’:.k制

5. ~＇，＇型f'.lfli立

i l:J iトIJ!UJ'.!I

i l’j i十＇lJWJ'.'I
31巻281叶

5 IIサ

足以 3年 HJ

;u－；末期flj

i u-; 1 I !JUI乃

花Hl4年 1:1j

鎌~： 11年代'Jf

i l：「i ij •]Ujflj

iLFi1j1JUIFIJ 

1じH6年 HJ

20巻 5fl甘

1 flit 

2 lilt 

4巻2flit 

1 HU-

1 flサ

1 illt 

7 lilt 

6.続 11i札i炎

7. l苫鋭 （巻μ4) Iii長以J主従

8. ｜・訓抄 （巻ー ・二・fllf・ IL) 

9. 'j（物集 ‘1<1,J柑l制

10. 同！日l

32 . 大手II物~fr ;u－；初1J]Uj'lj: 1 lilt 

33. ｜凡｜ヂ物日行 'I！日wリl iJfi1j1]Yj'Jf 1 flit 

〈軍記物語〉

34. 将 門個性記 ・｜塗！処話記 i.[J iトJJJYj'.lj:

35.将！”］記 l’＇d/,¥,'1'+ f1i] 

万 （ic文ic年松‘1＜れ山17-!.'n
36.将門記 f1i] （大正14年後製）

1 flit 

1 fl仕

1 illt 

2巻 2flサ

3巻3fl仕

37. f栄7叫物語

38. -'fit；物語

39. 子家物語

40. 同

慶長年li¥J"j:

roJ 

kf112年1lj 12巻12lllt 

点’j－：熱Lil本 （ll(¥flll6年版製）12巻12il甘

11.三：i；：絵がl 鋭利院本 41. ilfiP+-= ir,¥i'.ぷ記

iii,［.？.＇~出 ( ll?lflll4年阪製）3 :& 3 iiせ 42. 太‘1－＝記

12. ltl J;•Ui 1ili Ill'＊本 43. 義経記

必It,（度政制 （ll({flll5年トU'.lln2巻2fl仕

13. 11G fr I ・.人拾がj iU i初IJJUI万 1柄h

14. !ii~jJEj行m＊抄
多l'iifUU首11hi HJ 3 :l.J: s附

15. i少イil長 釈無fi'. 度以10年 l・I] IOY.!: 8 lilt 

16. 同 f1i］」｜：似4年FIJ 10巻!Oil甘

17. j1ij fii] i' l ・／ 3 正1~ gri

(1りlifi44ip阪製）10:& 5 HU-

18. f J ト•；！；• f~~物，m )j ifi 2 if. ）~，（ 

（大JE14年版製）3 03 fl甘

19. 駿’1・.松川 川~~ 19年 ＇1j: 1 H仕

20. $/f 11i ・j・;,i炎 n;1a三究制 ii:! i1j1JYJFIJ 5巻1fl甘

21. $fr結；11i仏i炎 f1i] lじ文 2ii三1・＇lj 5 ・YJ; 1 lilt 

22. 新片：llfJ集 ~，，作主主リ） f,首相I~ 究延 2 if. HJ 18巻12flit 

2 3. Jllj ＇｛~f.) ,[/'if Ejはなし JI:IJ;( 11Lj'(1!¥ 

i'l’ι2年1:1.i(Ill｛利15・16年後ms0s 1叶

24. j乙〈ピ釈。！？ :fl＼川 j~f 度以10年 FIJ 301.BIO lilt 

2s. a~然 l：人行状絵｜ヌ｜知＇·＇~＇·院本 . ii：’h院本

:flN~'t-.' ', （大Ji・J3if三桜製） 6 f先

店長16年＇If 48巻4811サ

i'l注5年 FtJ 40:IJ;21 I府

立文13if.flj 8巻8HU-

lじt:kl4年「lj 12巻4fl庁44. •:s· lえ物諦

〈奈良絵本〉

45. つjLつ＇J.LI,'( ,'; Ill j伝H iU fトJJJUJ":

46. し（＇i l l·•l 5 Ill ｝ 

47. ，；、しみときは fli] 2 1111・ 

48. 1'r￥’中勿折 fi;J 1 H仕

49. 〈さヰ4日.ifr ｜百l 2 Ill ｝ 

50. )( .'.'.'J!f' I 』•J 2 Ill ｝ 

51. ＇｛（（）のさうし ’び 1 lilt 

52. こをとこのさうし ( ll{{fJI 5年版製） 1 flit 

〈丹緑本〉

53. むしのうたf子 〔,j.；ドw1:1:ir〕

（大JE14年版製） 1 lilt 

54. うをのうたイト 〔 同 〕（大」El5ip絞裂） 1 lilt 

55. とりのうた介 ( ll({fll 2年版製） 1 flサ

56. けだものの吋介 (II（州13ij三絞製） 1 lilt 

くお伽草子・その他〉

26. i:!'¥1llj何日Iii1 j・ ;jJi:絵｜χl iU i1!1JYIF・lj 18巻18flけ 57. 秋の俊民物語

27. 附林約集抄〔法草抄〕 主Ulf時代’び 10巻1011甘 58. 五泌1ili物語

28. J¥'(-1五lt.tli似名法;j?f 59. 卜二段さうし

事くff・川 本lllJll.¥'f＼：’ザ 1 flサ 60. Il~史物ぐさ太郎

究ノi<19年 HJ 1 flサ

’iく永 7~ flj 3 1J; 3 lilt 

( ll{{fJI 7・8年桜製）3巻 3flit 

立文5年版

( ll({fJJ 9 年版 '.\l~ ） 21.t2111t 

立文9年J:ti

（大Ji:J1・12i!三彼製）2巻 21叶

29. 袋ょ！と抄 本lllfll.）＇代万 3 mt 61. ：秋太平記

30. 新車1j11'. ｛象Jit::i<lll般担j1,j

ua、
u

・’
J
 

，
 ．

 

"Jl f ~ HJ 6巻 6mt 

31. Jd委物Mt lリl応 5ip’＇f 

(ll({fJl52年版裂）

。
62. ~：ii -t少 慶長年川 HJ

63. Hllfli卸記凶，＇｝Y.H~

2 mt 後栄光院 （II（｛手1111年似裂）

io 111t 

43制h
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コラム

今回は、 l毛必稀有数のf;I，＼学者、 iU::llljl・:;';{{（行実とサ

蓬左文庫の蔵書印

その18.深 田香実

市Ill肝要指

する ） とその第ーの門人制｜｜型l’，＇／，；， j）~［ （サは喜起訴）と二人

をえらんだ。前回のや，，村正持l；父－r（義父－（ではあるが）

に刈するに日1Ji~.；の ｜見l係にある人物というわけである 。

織茂 三郎

号の芥笑とは、村正の笑のことで、深田家には？？から

dJU；のふかい怖の木があ ったとの伝え、要粛のブJは、

ものごとすべてカナメが大切という立l床で、。Iiiの芥尖

のアドバイスによるといわれる。ここてi；土日託子？印の訴

がテーマであるから、生J交の年などは必要に応じて記

せばよろしいはずであるが、今回は紙数に余裕があるので、伝記の方も多少くわしく述べようと思

う。芥笑は安永Jc年(1772）に生まれ、主（；永3年（1850）、781次をも って病死、性向｜完に緋。要成、 r,
は忠！被は文化 8年（1811）に生まれ、明if;ll年(1878）に病死、大光院に非られた。これらは文末に計

くのが普通であるが、これも、都合により故初に記しておく 。

さて、深田家は詩作組義直以来、学術によ って仕えたが、初代の円坐（正室）は、天文字：や，f肝心の技

術に通じ、話i；天儀 （天体観測機）を製っ て二代将~p：秀忠 （ 当 H寺問、桁 ）に献上、また、 l’ i 11.！~姉 （一的の慌

時計）を工夫して津田助左衛門（11.)o計r:1li）に作らせ、これは義也に献じた。京都西j)Jj！に＊lii緬などの織

り方を教えたのも円空といわれる。以後、代々、すぐれた学者を出したが、芥実にいた って年：ます

ます広〈、術学のほかに国学にもくわしく、~~坂翁 （ とよさかのおきな ） とも f{J；した 。 十世n~Vlの

侍説 （r: 1 1i ） となり、「椛i管制」 30巻をお：わした 。 徳川諸家の文武両道にわたる徳を k~（杉したもので、

写本として多く伝わっている。

その後、書物奉行に就任、天保年間における学界の大物の一人として微量された。このJill、命を

受けて 「尾必志」 60巻を監修し、みずから却をと って外題の全部と序文をぜい、た。ちなみにこの似

本は蓬左文庫に所蔵されている。また、｜砲1i¥「天保会記」（天保会は当H寺の学者や文人のu；リ ）54巻

をi立し、これも同文庫にあるが、多くは散j卑し、現存16巻というのはさびしいが、いずれも大情な

ので、まだかなりのi止を保っている。

つぎの制！｜野要蔚も、閉じく尾1t家の世臣で、初代一正は八条流馬術の名人の行れが向 く、以後、

代々馬術日iii範として仕えた 。 しかし、要所は、少年~！｝Jから学を好み、武芸を j;o；てて芥突の門に入り

その高弟として儒・国fil1jザ：を修め、一家を成すにいた った。まず、 lリH命立典主！？ （助教授・.f'iU.ft）に任

ぜられ、 一時、病を得て迫職したが、次には教授にのぼり、初期間ではあるが、行q:( ＇：＇／：長）をも

努めた 。 この問、 「~：1.tの j尚」という総也．のもとにおびただしい抗日？を ili: したが、 9 1 でも 「！・l'14-!!",Li並立i」

およそ40巻は、幕末からlザlif；初年にわたる40年｜切の日記的｜組主で、かれの生前、交友｜剥係、行動も

どがくわしく記され、このH寺代のJ毛必文化史料として、ひじように l'i:重である。「~者家i!U炎」「比11r1

iif訓」「好古雑纂」なども「却のj肉」の一吉JIで、それぞれ有益

でユニークな資本｜といえる。別に 「！毛必,r,aま誌」「同 二制」、

これはのちに出版された。

また、要粛は好古のたしなみが様〈 、古い書籍 ・件回 ・昔話物

などをひろく採し求め、その学術（！（Jなf，刊耐を行ない、この方1fri

では先党者的役割を来たした。 そのスケ y チが、ときに「！ぷ－！！＂~

j当：ff」にも1LH誕されている。交友｜具j係はなかなか広〈、とくに

野口怖居、小寺玉J~ らと ，；i'J/. しく、門下奥村徳義の大 .;v,： 「金城ii.. ~ 

ti鈷」の嗣j£には、大いに助力している。

前置きが長くなったが、いよいよ磁器印に、移る。まず、許笑

- 4 -
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のじ11は、たて24mm、よこ17mm、カドのとれたLiJi Jf~ で「j己 •JJ；深川氏，lt.'.」とある彫りのふかい術， I｝：は、

一比して .Htにでも，b'cみやすくいかにも’Y：者ぷらない大家のJ1t~絡がしのばれる 。 るお、この印は、！日j

j主の「天保会記」に隙されている。

っさに袋粛の印をアンバランスながら llLIH挙げる。一つは存主の｜：｜！とよく似ており、｜司じくすみ

のまるいiと}jj杉で、「j邑 ~l；初i+f氏， it.'.」とあり、 r.1 l i の印になら っ たかと忠われるほどである 。 大きさ

もたて 26mm、よこ 20mmとほぼひとしし、。これも、要粛のl’lX 「諸家雑談」に、さらにもう一同の

「安成j政，I｝：」は、たて37mm、よこ15mm、たて長の長 ）］ Jf~ で、この ｝j は r1uri平な 111- i本の文’j-：がi必われて

おリ、 「芥;x_先生文集」にはえる。

また「当：！：t詩f会11＇：北」という、たて 17mm、よこl5mm (7)小

Jf~ 1:11は 「八/ti；遊覧rt」。 以後は 「裂病II・ゑ－，＇｝＝」とある 、

たて46mm、よこ19mmの長）jJf~ で、「ー帆隠lrUi'/i:」にとな

かなかノ〈ラエティに山んでいる。

五沼
氏~f: !
記4~

「l己リU:lllf；＜~氏，U」

次 j11i ll~'1~ は

(1l:，宝k立；lilL:Jl,Jfl'研究11)

r ，~r,苛，；，主 ，！ ？」

( r jヰゾく先生文民』｛史Jill

j邑111:.f久悦；コレクション名川IF:

釘y~
匡謬
「品：：：点珍，；，ゑ」

「 ~I符，；，北， I ｝：」

(fー帆1::(1'{t,,,Y，』［史Jill

4 /12(1：）～ 6 /15(11) ( 5 /15(-N・ 5/16附は民心持のため付、本）
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出版物 匡宅＝

見

4ド111ilidi；主l.：文；w出符分W11 H( S 50iJ'-Iー＇tJ) 3,500PJ 名古屋叢害三編第12巻（ s 56年刊） 3,000円

r. ,1i!ttili 淫／r.文 1+11:・：j,1わfWllH(S 5Iif二｜’＇I]) 4' 00011 J 

r. ,11!iili J主左文！市山文 ， I~： 11；絵JfilllH( J•;J ) 2,500111 

101:.f久~~；、コレクション l l H~i－一三 日；

( s. 52～55年FIJ） 各 1,5001'1 

f, 111li,fUHI印nil ’k•J I ・ 総 I IH( S 53年 ｜サ） 2, OOOPJ 

;y,,1, 民政 ， 1；統制オミ •JI( s 47if0 Fil) 700!'] 

;y,,1, j五；佐川統制総llH(s. 44年 I'll)

内,-j(f!Jlflm l宝IH~iー～三集 （ S 55iF-l'i-I以）

II ,-j（の 1t;JJl~ ＜ ;:f左文WI三IH>( S. 52年 J'lj)

注A：文W · ilfil氏物話l~IH ( S 53iJ三FIJ)

同 第 8巻（ s. 57年刊）

同 第16巻（ 同

同 第19巻（ 同

同 第17巻（s . 58~手刊）

同 第 4巻（ s. 59年刊）

同 第 9巻（s. 60年干lj)

400PJ 同第11巻

各 300ドl 一楽寿筆議他 （ 同

200PJ 同第18巻（1)

300PJ ー横井也有全集 下（1）一 （ 同 ）

蓬左文庫所蔵古地図複製 No. 1～No 13 ( S 55～60年刊）

No.12 海東郡（s 60年刊）

No.13 海西郡（ 同 ） 

同 第18巻（2)

一横井也有全集 下（2）一 （ 同

同第15巻

各 1,800円 ー尾張方言資料集ー

御本印型書鎮（s 58年製）

掘回文庫蔵書 目録（s 58年干lj)

（近刊）

1,000円 蓬左文庫図録（s. 58年刊）

500円 釜左文庫絵葉書＜ 8枚組〉（同 ） 

3,000円

3,000円

3,000円

3,000円

3,000円

3,000円

3,000円

3,000円

3,000円

3,000円

1, 500円

300円

＊以 ｜ーの 11\J以物は、本文w ‘jq万三｛において Iii［イIi しています。 到； j_6希引の Jiは !fq；送車｜が，u・~ーですので、お l~i j ~、介

わせドさい。（ただし、，1;.r也1・x1版製は!fq;j三不11f)

[> [> ［＞ 利用ご案内 寸寸寸

I>開 館時間 午前 9II寺30分～午後 5ll;1jo 

I>休館日 毎月 UM 日 ・ 凱 3 金 UM 日（館内 1＇~fj~ 1:1 ) 

I BUに置なる場合I~ 日 B~I副館、 Jト大l*fifl\
祝日 1 ・1 ¥Ji B~ II II・:kl*ifl I 

年末年始 (12月2811～ 1川4II ) 

覧 館内に限1）、館外貸し出しはいたしませんI>閲

（｜出町料）普.iill図N 無料

名古屋市蓬左文庫

干461r. ,11屋市東区徳川11rnoo1番 地

宮（052)935-2173
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I>展 示 ｜凶行i必，I｝：の一日IIを展示

（特別肢を｜徐き入士易無料）

I>複写サービス 普通図引のうち、保存上初予！？のない

ものについて桜：Lj：サービスを行いま

す。 その他 、マイクロフィルムの利

用、：y：」1担ti ）；［~の t11 ;\i'j を’豆－け付けます

ので、ご米Hi.の ｜、ご中ILi炎下さい。

十，1,11：水町ーー.ft山，，；
門戸ょf；；：ハス｜

r刊II＇，場、J

「蓬左」第25号 会11?1千1161年 1) J 1111 ）~1 t食制柴 ・先行 ：r.,111五市注左文＠（京区｛！と川IHTlOOl番地）

女 J!!F,~司 会不定期刊行会1:1u1：リ：大｜百l印刷l株式会社（東区京 2-3 -18) 
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